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議案第３９号 

   世田谷区立教育センター条例及び世田谷区立図書館条例の一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

    令和２年２月１９日   

    提出者 世田谷区長 保 坂 展 人 

 

（説明） 世田谷区立教育センターの名称、位置、施設及び事業を変更し、プラネタ 

 リウムに係る観覧の承認その他の事務を世田谷区立中央図書館に移管させるととも 

に、規定の整備を図る必要があるので、本案を提出する。 
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  世田谷区立教育センター条例及び世田谷区立図書館条例の一部を改正する条例 

（世田谷区立教育センター条例の一部改正） 

第１条 世田谷区立教育センター条例（昭和６３年３月世田谷区条例第２４号）の一

部を次のように改正する。 

  題名を次のように改める。 

    世田谷区立教育総合センター条例 

  第１条中「教育・文化」を「総合的な教育」に、「東京都世田谷区弦巻三丁目１

６番８号」を「東京都世田谷区若林五丁目３８番１号」に、「世田谷区立教育セン

ター（以下「教育センター」を「世田谷区立教育総合センター（以下「教育総合セ

ンター」に改める。 

  第２条各号列記以外の部分及び第７号中「教育センター」を「教育総合センター」 

に改め、同条中第５号及び第６号を削り、第４号を第６号とし、第３号を第５号と

し、第２号の次に次の２号を加える。 

  ⑶ 学校等の活動に対する総合的な支援に関すること。 

  ⑷ 乳幼児期における教育及び保育の支援に関すること。 

  第３条各号列記以外の部分中「教育センター」を「教育総合センター」に改め、

同条各号を次のように改める。 

  ⑴ 教育研究施設 

  ⑵ 教育研修施設 

  ⑶ 教育相談施設 

  ⑷ 前３号に掲げるもののほか、前条各号に掲げる事業を実施するために委員会

が必要と認める施設 

  第４条中「教育センター」を「教育総合センター」に改める。 

  第５条から第１０条までを削り、第１１条を第５条とし、第１２条を第６条とす 

る。 

  別表を削る。 

（世田谷区立図書館条例の一部改正） 

第２条 世田谷区立図書館条例（昭和４１年１０月世田谷区条例第４４号）の一部を

次のように改正する。 

第２条第２項中「別表」を「別表第１」に改める。 
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  第３条第２号中「前号」を「前２号」に改め、同号を同条第３号とし、同条第１

号の次に次の１号を加える。 

  ⑵ プラネタリウムに関する事業（中央図書館に限る。） 

 第８条を第１６条とし、第７条の次に次の８条を加える。 

（附帯施設） 

第８条 中央図書館には、プラネタリウムを設ける。 

（プラネタリウムの観覧） 

第９条 プラネタリウムを観覧しようとする者は、教育委員会の承認を受けなけれ 

ばならない。 

（観覧の不承認） 

第１０条 教育委員会は、施設の管理上支障があると認めたときは、観覧の承認を

しない。 

（観覧の条件） 

第１１条 教育委員会は、観覧の承認をする場合において、必要な条件を付けるこ  

 とができる。 

（観覧料） 

第１２条 プラネタリウムの観覧料（以下「観覧料」という。）は、別表第２のと

おりとする。 

２ 前項の観覧料は、観覧の際に納付しなければならない。 

３ 教育委員会は、特に必要があると認めたときは、観覧料を減額し、又は免除す

ることができる。 

（観覧料の不還付） 

第１３条 既に納めた観覧料は、還付しない。ただし、プラネタリウムの観覧の承

認を受けた者（以下「観覧者」という。）の責任でない理由により観覧すること

ができなくなったときは、観覧料を還付することができる。 

（承認の取消し等） 

第１４条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、観覧の

承認を取り消し、観覧の条件を変更し、又は観覧を停止することができる。 

⑴ 観覧者が観覧の条件に違反したとき。 

⑵ 観覧者がこの条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。 
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⑶ 災害その他の事故により観覧することができなくなったとき。 

（損害賠償） 

第１５条 施設又は設備に損害を与えた者は、その損害を賠償しなければならない。 

ただし、教育委員会は、やむを得ない理由があると認めたときは、賠償額を減額 

し、又は免除することができる。 

  別表を別表第１とし、同表の次に次の１表を加える。 

別表第２（第１２条関係） 

区分 
一般投影 

特別投影 
個人 団体（１人につき） 

大人 ４００円 ３２０円 
１，０００円の範囲内において 

教育委員会がその都度定める額 

小人 １００円 ８０円 
５００円の範囲内において教育 

委員会がその都度定める額 

備考 

１ 学齢に達しない者（６歳以下の未就学の者をいう。以下同じ。）は、無料

とする。 

２ 団体とは、２０人（学齢に達しない者を除く。）以上の集団をいう。 

３ 大人とは、学齢に達しない者及び小人以外の者をいう。 

４ 小人とは、小学校の児童及び中学校の生徒並びにこれらに準ずる者をいう。 

附 則 

この条例は、世田谷区教育委員会規則で定める日から施行する。 

 

 


